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空 か ら見 た輸率南部 沿岸 の農耕地 とコ:業地市 ? パラ ソルの花 が咲 く市 役所前の広 1湯

空 か ら見 た山間部 溝 口字 型の屋根 が特徴 瓜二 つの近 代 ビル国家再 建澱 高会議 (左 )と米国謹済開発協 力局(石)
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ソウル郊外の広 いiF路 と並 木 韓 日某日菅 野王求大会の立看坂 も鮮 かな球場前



極 東 農 業 普 及 事 業 会 議

第8回極東農業普及事業会議は韓国主催､米国国際開

発局後援で去った 6月11日から同23日まで韓国の首都ソ

ウル(京城)で開かれた｡この会議は極東の各国が順番制

に主催して行われるようになってV,るが､第7固までは

琉球はオブザーバ-の資格である上に､代表を送ったこ

とはない｡率にも今回からは正金貢に認められ､韓国政

桁から同国駐在米国顧問団を通じて､琉球からも二人の

代表を派遣するよう高等弁務官宛に邸重な招待状が送ら

れてきたoその結果､経済局農業改良課の仲里文代女史

と私が防めての琉球代表として派遣されたわけである｡

このような意義深い国際会議に出席の機会を与えられ

た事に対して身に余る光栄を感ずるものであるが､それ

にあわして､各国代表によせられた韓国総理大臣を患初

め､外務大臣､農林大臣､公報大臣､韓国駐在米国顧問

団農村振興部､その他多くの著名な個人及び団体からの

歓迎の御言柴､かずかずのレセプションに対してはV,か

にして感謝を申上げればいいかを知らなV,｡

さらに､金厳大農林次官と共に同会議の中心人物とし

て獅活躍された農村振興庁長邸南圭博士､縁の下の力も

ちとして公私を問わず献 身的に御協力して下さった多

くの同庁及び､米国顧問団職員に衷心より感謝申上げた

vloまた､はるばるワシン トンの国際開発局からP.V ケ

ブナー氏とH ･カサ リン将士が出席し､会議の顧問とし

てコケ.派な指導助言を与えられた｡

さて､会議の内容に入る前に､まず､韓国の印象を記

しておみやげ話としたV,｡もちろん､築者が飛行機や､

自動車の窓､ 寸暇の散歩を通じてのメモであるから､

｢のぞき歩記｣とした方がぴった りする｡

空 か ら見 た韓 国

東京の立川空港から4時間20分も飛行すれば韓国の金

満空港につく｡油を流したようなおだやかな日本海の上

空を1時間で横断した飛行機は釜山の北方から韓国に入
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にEtTl席 して

域し､西寄りにゆるやかな弧をえがいて金満に向った.

その間､飛行機の窓ガラスに接したまま､映画のスク

リーンのように次から次-と変りゆく帝国の表土を大い

なる好奇心をもって眺めていたO

最初に浮かんだのは南部沿岸の水田地帯であった｡無

数の短冊がたをした水田は淡V,緑で恋われてとても美し

かったoつV､ ｢朝夕食卓に上るうまV,韓国米はここか

ら出るのかなあ｣と撞想したOそれも束の間､やがて現

れ出したのは､すそに青い衣をまとうた半身裸体の山々

である｡失礼かも知れないが､フラダンスを踊る-ワイ

娘みたいだO只只不思議でじいっと見つめていた｡何時

頃から､どうしてあんなになったのだろうと降りてから

聞く研りだったが､とうとう忘れてしまった｡

先程､海原のような水田を見たのだから､それを潤す

水源が気がかりだった｡すべての山がこの調子かなあと

心細V,思V,で見つめてV,ると､やがて全身貯蓄JkLv'緑

衣をまとうた山がポッポッと浮び出した｡,TTi白V,巻雲と

綴 りなした鮮緑は､まともに受けた太陽の光線に映えて

すぼらしく美しかった｡これでさつきの心細V,気椿もす

っかり吹飛んだ｡北上､即ちソウルに向って進む程､山

は安泰している｡ソウルに近ずくにつれて､飛行機は次

第に高度をおとしてきた｡ますます山の肌がはっきりし

て､自然林と人工林との区別さえつくようになったO大

きV'山も小さV'山も造林計画によって緑化され､南部で

見受けたようなはげ山は殆んど見られなくなった｡ちち

として進まぬ沖縄の緑化運動を思V,浮かべ乍うらやまし

くなった.もうその頃からは名も知らなvl平野が飛行鎖

の窓をうめつくし､不定形の田細､短冊がたの水田地帯

と目も急がしくなった｡おや水田の真申に市陸したので

はなV'かよ思ったらもう金蒲飛行場になっていたG以上

は空から見た韓国の文字通りの初印象である｡

韓国が今日最も重点的に力を注V,でいるのは農業で



『農業第-』というキャッチフレーズもある位だが､そ

れと不離一体の事業として山地の植林事業がある｡

タト務大臣主催のレセプションで張けV,淳農林大臣や柳

へVl賢国零再建最高会議農林分科委員長などのお歴々と

画にお話し合いをする機会に恵まれたが,どちらも異口

同音に直面する植林事業の東大性を強調されておられる

のには深V,感銘をうけたO大田主席が琉球の緑化男であ

るならば､韓国のそれはこの御二人であろうと想像した｡

革命政桁によって樹立された五力年計画の植林事業は

着 々と進められてV,るが､その政策は非常に興味洗いの

で農業問題と併して後で述べたv t .

首 都 ソウル の横 顔

Ltl発前､韓国は戒厳令下らしV,から注意しなさいとV,

う事をよく聞かされて内心は少,<不安でもあったOしか

し､なあに､同国政府からの正式の招待により平和な農

村問題会議を開く位いたから､そんな事はあるまいと信

じてV,たO

案の上､平和そのものであった｡襟元を正して金満の

米軍空港ターミナルに入ったが､武装兵の一人だに見ら

れず､緊迫感なんて微塵も感じられない｡側の国際ク-

ミナルもこれまた同じ,_.心臓部のソウル市袴はなお更の

こと､いかめしい雰囲気とはおよそ縁遠い話であった｡

さて､ソウルは600年の古い歴史をもつ韓国の首都で

あるこその名にふさわしく､メインストリー トには偉容

を誇る近代建築が舟jI';.び立派な矧差都市D様相を呈して

V,るO朝鮮動乱ですっかり破壊されたという市街には弾

の傷あとをうかべたビルはもはや見当らない｡スマ- ト

な官庁､銀行､デノミ- ト､映画館､市民公会堂などが巾

広いアスファル ト道路に面して林立してV,るのを見るに

つけ､そ0:復興ぶ りには恥Lv,乍ら認識を新たにした｡

動乱後新旭されたであろう横路樹はす くす くとのびて稗

の美観を添え､新らしく出発した韓国D若さと意気を鼓

舞しているかのようである.

市内は縦横無尽に電車､バス､タクシーなどが走って

交通も至極便利であるO こ こで特輩したV,のは一部の外

国事を除いて､官庁用とタクシーH=]の串は殆んどジープ

を利用しているという事である｡ 国民の税金を最大限

に有効に活用しようとする徹底した公僕精神ー決して見

栄をはらない韓国人の国民性には敬服せざるをえなかっ

たCややもすれば借金してでもぜV,たくな外国車に乗り

たがる沖縄人にとっていV,教訓だと思った ｡

アスファル トの 街路は何時､.誰がやるとも知らない

が､いずこも清掃が行き届いて道往く人に好感を与えて

V,るU市役所前は/I(つの大通りが交叉して大きな緩衝地

帯を形成してV,るが､そこはチェインで草道から区切っ

て市民のV,こいの勧好にあてられている.無数のテ-ブ

ルセットには､赤白のしゃれた日傘のTEが咲いて涼味を

たたえている｡そこでは清涼飲料水やど-ルなどが売ら

れてV,る,,市民の服装は砧国服と洋服に二大別する事が

出来る｡特に外来者の臼をひくのは女性の軽装である｡

セミの羽のようにうすく透り､ふわふわとかがとすれず

れまで達した ドレスは気品があり､見るからに涼しそう

であるO一般的に白色無地だが､ブルーやピンクなども

ある｡また､朝鮮靴の先端は-リュウ酢のおもてのよう

に上向きにしゃくれ､こつけV,であるO美人が多いのも

この国の自慢の一つOこれまでに見たニユーヨ-クやサ

ンフランシスコ､お隣の東京を陵ぐと言っても決して過

言ではない9-万､男性も女性に劣らず､身だしなみが

しっかりして完特がvIVlo色とりどりの柄もののシャツ

か兼行し､市場やデパートの陳J/-L棚よはんらんする程そ

れがE]立っているO

これを不思まにELRフ事が木臥議かも知れなV,が､16日

間滞在して那商名物D精神病者や酔っぱらV,などのよう

なものか点上に1人も見受けられなかったO

それに､何処の大都会でも見られるようなうようよし

た昼の大群集が余り見られなV,｡国民の-^々 が々めい

めいの職場で国づ くりに一生懸命に働いている評こだろ

うO街に活気が溢れるのは退庁後であるCその節からは

何処からとなく集った人の技が道一杯に広がって､とて

も賑やかである.しかし市場D混雑は那朝も変らなV'り

特に朝と夕̂ -は足のふみ場もなvl.
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親切 な韓 国人

今をさかのぼる 500年前､我 の々党利1が韓国貿易をし

たとV,う車は郷土史で少し学んだだけで､その内容につ

vlてはよく知らないが､韓国人は同じ事実を我 以々上に

知ってV,るのには認識を新たにしたOそのせV,もあって

おLLに親幣さが湧小で愉快であった 文預でも韓国人は

非常に世話好 きだと申 し上げた が､それは荷頭に出て

市民と接するとなおはっきりする｡ ある日の朝､ 仲里

女史と二人で同僚の ホテルを探すために 公番を物色し

ていたoLL'.勤蹄の中年紳ニトを咋｣卜めて､公番の所在を尋

ねた すると公番-の用件を知ったその紳士は､私が見放

阿をかV,てiげましょうかと申出たoいや貴方はLL'.勤畔

のようだからとようや く断ると､公番の所在を教えて光

のプ7'向-去って行ったo lTuほど行くと､韓国銀行D

ビル脇に件の公番があってI-'.名の若V,巡査が執戚中であ

ったD来意を告げると~I-.名ともペンをおV.て私達の話に

耳を傾け､共同できれいな見根因をかV,て 卜さった 民主

督官と市民の粗切には頭の下がる思いがした｡30才以 L

560才までの人達は私達以上に日AL語か達者であるのに

はびっくりした.終戦以来17年E3に初めて日本語を使う

^が多vl75;､アクセン トはとてもきれV,である｡韓国人

は一般的に語学の才が あると言わ れてV,るがそ う思っ

たo それは国際共通語である英語を許すインテ リ-那

意外に多い事からもうかがえた｡しかもそれは極東で一

番きれいな英語ではなかろうか｡ある日､韓国家政協会

主催のティ-メ-ティ-に招かれた｡余興として韓国一

流のモデルをつかった豪華絢蘭なファッションシヨ-那

催された｡申し上げたいのはそこに髄居る年避の御婦人

達が英語が上手であった事である｡隣席の52.3才位の御

婦人に気をきかした杭 りで日本語で許しかけたら､あべ

こべに英語で返事されて恐縮した｡ 好奇心でrnl時節か

ら英語を'封い始めましたかと聞くと､戦前女学校で一寸

習ったが､戦後必要に迫られて独学とl白二接米人と接触す

ることによって覚えただけと説明して 卜さったがきれい

な英語であった｡

,rミーつ､不自由なのがあった｡それは官庁を始めすべ

ての建物の看板が粟字ならぬ韓字一色である事だ｡英語

と二段書きにしてあるのはvIV,方で､それとて非常に少

vl｡新聞の見出しは殆んと漢字を用V,てV,るのでアウト

ラインはつかめるが､内容は漢字と斡字を混用してV,る

ので 寸むずかLv, (つづく)
(古 謝 瑞 亭 )
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